
令和４年１１月２５日（金） 

  第９３回 運営推進会議 （グループホームかおる） 

         

 出席者：運営推進会議中止の為、出席予定者へ資料送付 

（新型コロナウィルス感染防止における集会の自粛） 

 

テーマ（１）前回（Ｒ４.９．２３）から現在迄の状況報告 

 

◇入居者 １Ｆ ９名    

      ２Ｆ ９名    

 

◇入居者様状況  酸素使用者    ：２名 

       経管栄養者    ：０名 

          膀胱留置カテーテル：１名 

 

  

・１０／２ 男性入居者Ｏ様 ９１歳 老衰の為ご逝去されました。 

スタッフ一同心よりご冥福をお祈りいたします。 

 

・１０／２３ ご入所１名 女性 I様 介護度３ ９０歳 

 （アルツハイマー型認知症、高血圧症、骨粗鬆症。白内障） 

 

         

 ・音楽療法（毎週木曜午前１０時実施）は１０月より開始しております。 

 ・訪問美容（毎月１回実施）は１１月より開始しております。 

 

テーマ (２)感染予防対策 

 

感染予防対策マニュアルに沿って実践しております。 

 ※換気を含む空調管理の徹底を行なっています。（乾季に入り加湿器を設置） 

 

※インフルエンザ予防接種実施いたしました。（入居者様、職員）１１／１６（水） 

 

※コロナ（オミクロン対応）ワクチン接種予定しています。１２／７（水） 

 

 

 



 

テーマ (３) 行事・イベント報告 

 

９月行事報告  

   敬老会  ９／１９（月）１４：００～１５：００ 

        入居者様のご長寿を祝いささやかな集いを開催いたしました。 

 

        ９９歳の女性入居者様を筆頭に、「めざせ１００歳」９８歳の男女 

        おふたりの入居者様が後に続いて、ご自分で食事をしております。 

昼食には祝いの食事、イベント時は焼き鳥や枝豆を柔らかくして提 

供いたしました。桃饅頭は男女ともに評判が良かったようです。 

 

        焼き鳥などをつまんでいただきつつ、スタッフの披露するダンスを 

ご覧ただいたのですが、間違えていても全く気付かれる事無く終了 

していました。来年は、ご家族様と一緒にお祝い出来る事を心より 

願っております。 

 

１０月行事報告 

 

 お楽しみ会 １０／１７（月）１４：００～ 

       秋の歌をハモニカ演奏で歌って季節を感じていただく。 

       風船バレーで、なまった体を動かしました。 

 

 

テーマ（４）事故防止委員会 

 

  【女性入居者 Ｈ様（介護度４・80 歳）のベッドからの転落を防ぎたい】 

歩行不可だが、ご自身では歩けると思い込んでいる事が有り、車椅子やベッド 

からの滑落が心配。現在就寝はベッドサイドの床に布団を用意して横になって 

いただいている。 

     

  ①就寝場所の徹底が必要と思われる。 

職員によって又は、Ｈ様の状態によってベッドを使用している場合がある。 

  ・ベッド使用だと、転落のリスクが高い。 

  ・職員の知らない、アザが有った事が有る。 

 

 

 



 

  今後の対応 

   転落滑落のリスクの排除に努める。日中、不穏などで落ち着かない時は、居室 

   内の寝具に横になっていただく。 

 

  ※対応の結果について 

   横になっていただいた後、少し休まれてすぐにリビングへ戻りたい様子が見ら 

   ます。車椅子に戻るとしばらく落ち着かれていました。 

   職員一人で対応できないときは起床移乗を「行わないで良い」２名で対応でき

る状態まで見守る。とした事で、一人でもやらなければならないとの思い込み

を払しょく出来た為ベッド使用の介助が無くなった。結果、滑落が無くなった。 

 

 

  ②居室内で横になっていただいている時、居室外での徘徊が始まった時等、広範

囲に動かれると危険ではないか。（他入居者様もいらっしゃる空間） 

 

今後の対応 

 ドア付近で横になっていると落ち着いていることが有ったので 

 ドアの外に出てくる前に傾聴を行う。 

 対応しやすい位置にセンサーを設置できているか、ドアの外側に（廊下側）に 

 センサーを設置してみる。 

 

※対応の結果について 

 ドアを開けて中の様子を伺いながら、室内での動きには自由な面も保つことが 

 出来た。ドアから出る動きには直ぐに対応でき、安全になりました。 

 

 

１０／２７男性入居者 M 様（８５歳 介護度３ ）居室内転倒 AM０：３０ 

 深夜の物音に訪室したところ転倒されていた。ベッドへ誘導して外傷確認。  

左頭部に１．５㎝のコブが有ったため患部をアイスノンで冷やした。 

 バイタル測定実施。KT３６．７℃ BP１５４／８７ P６０ SPO2 ９９％ 

 「トイレに行こうとした際ふら付き、壁に左頭部をぶつけて転倒した」とご本 

人より状況を伺った。夕食前ベッドからの起き上がり、食後の離席時にふら付 

きが有ったので夜間２３時の巡視でベッドに臥床のご本人へ声掛けを行って 

いたが、返事なく寝ていた。翌日、訪問看護より２４時間の様子観察の指示が

あり申し送った。 

 

 



 

 

今後の対応 

  小さな変化をとらえたら「いつもとちがう」ことに備えるように気を付ける。 

  対応策として話し合った結果、離床センサーを設置する事にしました。 

 

※対応の結果について 

  その後、ふら付きや転倒は無いが、居室内では離床センサー音に対応し移動時、 

 リビングでの離席の際の立ち上がりには十分注意して見守を行っております。 

  

テーマ（５）施設内での洗濯遷座の使用量が多いと思われる為、各職員がどのように

洗剤類を使用しているか調査してみました。（別紙資料添付） 

 

   調査結果から、 

   ①デリケート洗剤は今あるものが無くなったら、購入しない。 

    ご家族様へは洗濯機で洗える衣類のみをお持ちいただくようお願いをして 

みる。（デリケート衣類はご家族様へお返ししてクリーニング対応） 

    

   ②少量では洗濯機を回さない。洗濯衣類がたまる時間帯を起床後と、入浴介助 

後の時間帯に設定して、洗濯機の稼働回数を抑える。 

 

   ③一台故障した洗濯機の代わりに自動洗剤投入機能付きの洗濯機を購入して 

    いただいた。 

 

 

テーマ（６）次回 第９４回運営推進会議日程について 

 

 令和５年１月２７日(金) １４時から予定しています。 

 宜しくお願い致します。 

 

以上 


